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武田以知郎先生

明日香村から「つなぐ」，
地域「の」医療

INTERVIEW

山田隆司（聞き手）　今日は明日香村国民健康保険診
療所に武田以知郎先生を訪問しました．先生は，
ここが地域医療振興協会の指定管理となった際
に赴任し，それから７年，活躍されています．
７年経ったこちらでの現状や課題，あるいは将
来の展望を伺いたいと思います．まずは先生の
経歴をお話しいただけますか．

武田以知郎　自治医科大学卒業後，県立奈良病院で
の初期研修を経て天川村の診療所に赴任し．そ
の後小児科医として研修病院に戻って大学の研
究もしながら後期研修を行いました．後期研修
後は大塔村に赴任しましたが，天川村の別の診
療所との兼務で，２ヵ所の違う村の診療所を掛
け持ちで勤務するスタイルになりました．当初
２年間の予定でしたが，そこで村長はじめ住民

の方々と意気投合し，これなら残れるかもしれ
ないと考え，１年延長し義務年限の最終まで合
計３年勤めました．

　　　その後奈良県立医科大学の小児科の医局にお
世話になることになり，村を離れ医局派遣で福
井県の関連病院に行くことになりました．

山田　奈良県ではなくて福井県ですか？
武田　はい，福井の三方五胡畔にある国立療養所福

井病院です．血友病やエイズの診療や重症心身
障害者病棟もあり，とても貴重な勉強になりま
した．１年の勤務の後，奈良県でへき地医療の
中核的な組織をつくりたいということで県庁か
ら招聘され，興味のあったへき地医療をやりた
かったこともあり，県立五條病院に赴任し，へ
き地医療支援の仕事を８年間担当しました．

へき地医療支援機構の立ち上げに関わる
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山田　県立五條病院では診療もしていたのですか？
武田　そうです，外来や病棟，当直といった小児科

診療をしながら，県のへき地医療支援機構の前
段階のようなものを立ち上げました．

山田　卒業生が赴任しているような診療所に行った
りすることがあったのですか．

武田　はい．後輩が行っているようなへき地診療所
や，あるいは高齢の先生が病気でしばらく休ま
れるといったところの代診というかたちで行っ
てましたね．

山田　県立病院で小児科を診ながら，総合医として

診療所のサポートを行っていた．さらに県の卒
業生のまとめ役，義務年限の卒業生の派遣の調
整などもやっていたのですね？ 支援機構の専任
担当官の先駆けという感じですね．

武田　そうですね．当時日本の中では高知県，広島
県，山口県，島根県，茨城県など，何ヵ所かへ
き地医療支援センターのようなものができてい
て，そういうところが集まって情報交換をして
いくうちに，これはぜひ制度に取り入れた方が
良いとして，へき地医療拠点病院と支援機構と
いう制度につながることになりました．

山田　先生はその後市立奈良病院の開設準備に関わ
ることになったと思いますが，市立奈良病院へ
は総合診療科に着任されたのですか？

武田　総合診療科でしたが，小児科も担当していま
した．総合診療科の外来を立ち上げるとともに，
小児科の外来や当直もこなしていました．

山田　すでに県立五條病院を中心にしたへき地医療
を支援する仕組みがあるところへ，新たに主に自
治医大の卒業生が関わっている協会の仕組みが
でき，その２つの関係性はどうだったのですか．

武田　多く卒業生は入局している奈良医大への帰属
意識があり，「関係が悪くなるのではないか？」
という懸念はありましたが，一方では自分たち
で地域医療の新しい形を創れるのではという期
待もありました．

山田　協会は公益法人として北は北海道から南は沖
縄までいろいろなところで，主に指定管理とい
う形で病院や診療所を運営しています．各都道
府県で施設運営を開始する際には概ね卒業生の
力を借りることになりますが，すぐには地元大

学や地元医師会のご協力を得られにくい事例も
経験しています．なんとかご協力をいただいて
さらに恵まれない地域をカバーできるような発
展的な関係性ができるといいと思うのですが．

武田　そうですね．奈良県の場合には，義務年限終
了後の勤務先を県がまだ面倒をみてくれていな
かった時代なので，卒業生は地元医大に入局し
て医局からの派遣で，義務年限後も安定性が図
れていました．しかし医局に入ってしまうと，
もっと地域医療を続けていきたいと思っても継
続できなかったので，市立奈良病院で総合診療
科をベースに，義務年限が明けたあとも自分の
アイデンティティを保てるのではないかという
期待感があったと思います．

　　　五條病院では奈良県の南半分を支援していた
ので，市立奈良病院では東や北（現在協会が運
営する都祁診療所や月ヶ瀬診療所があります
が）を任せてもらえるようになればいいと考え
ていました．結果的には，現在南奈良医療セン
ターとなった五條病院がカバーするエリアと，
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